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―これまでの研究内容を教えてください。

私は、工学分野で発展を遂げているマイクロ・ナノデバイス技術を、様々な研究分野と融合
させることによって、新規の研究分野開拓や産業創出を目指しています。私たちが開発してい
るマイクロ・ナノデバイスとは、半導体微細加工技術や3Dプリンタ・プロッタなどを活用して、ミク
ロン単位の小さな空間を自在に設計・加工して作られる小さな機械のことです。このようなデ

バイスとバイオとの融合に力を入れていて、医療や創薬に応用することのできるシステムの開発
に日々励んでます。人工的に作製した小さな空間の中で、生きた細胞を取り扱って生体機能
を再構築することによって、創薬における動物実験の代替や、未知の生命現象の解明を目指
す研究を進めています。まさに、私たちが開発しているものは、機械と生物のハイブリッドシステ
ムです。機械と生物という一見相容れないもの同士を巧みに組み合わせたシステムの創成は、
医療応用への利便性を向上させるだけでなく新たな発見への期待を膨らませてくれます。

－マイクロ・ナノ研究開発センターでの活動について教えてください。

マイクロ・ナノ研究開発センターでは、医理工融合メディカル研究チームのリーダーを務めてい
ます。医理工融合メディカル研究チームでは、医学部を有する数少ない総合私立大学である
東海大学の利点を活かして、積極的に医工連携研究を進めています。私は、医学部の秦野
教授や大友助教らとともに、筋萎縮性側索硬化症（ALS）関連の共同研究をマイクロ・ナノ
研究開発センターの設立以来推進してきましたが、同テーマが2020年度の日本医療研究開
発機構（AMED）の「橋渡し研究戦略的推進プログラム」にも採択されています。
もちろん、研究チームの枠にとらわれることなく、他の研究チームのメンバーや学内外の研究
者らとも積極的に交流して、共同研究を進めています。私が得意なマイクロ・ナノデバイス技

術は、医療分野に限らず、様々な分野との親和性が高いことが特徴です。このおかげで、これ
までに本当に様々な分野の研究者の方々と共同研究する機会をいただきました。ですから、
工学の研究者の考え方だけではなく、医学や薬学の研究者の考え方も理解しているつもりで
す。マイクロ・ナノ研究開発センターでは、異分野研究の架け橋のような存在になることを目指
して活動しています。
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－研究のモチベーションは何ですか？？
私は根っからの工学研究者ですから、自分たちの開発したものが世のため、人のためになっ
てほしい、と考えています。私にとっては、身近に良い実験道具がなくて困っている生物学研

究者も、病気で苦しんでいる患者さんも、海洋放射能汚染におびえる漁業者も、人数こそ
違いますが同じように助けたい対象です。在り来たりですが、自分たちの研究で困っている人
たちを少しでも助けたいという気持ちが一番大きな研究のモチベーションでしょうか。
もう一つ、大学で研究するモチベーションは、学生の成長です。私の研究テーマの多くは、
研究室に所属する学生たちが実施しています。研究活動を通じて、彼らが人としての成長を
する姿を見るのは、研究で新しい発見をするのと同じくらいワクワクします。

－社会に役立つイノベーションとは。

少子高齢化が進む中で、高度な治療から在宅での日常的な検査まで、医療の重要性は
今後ますます高まることが予想されます。私たちが開発を進めているような、操作が簡便で小
型な医療デバイスが普及すれば、誰もが安心して迅速な検査や高度な治療を受けられるよ

うになることが期待できます。私の研究分野は先端的な工学技術と医療・バイオをはじめとす
る様々な学問とを融合して新たなシステムを創成しようとする異分野横断型の新しい研究分
野です。21世紀は IT(情報技術 )と共に、バイオの時代とも言われています。こういった工学と
バイオを融合した先端技術の研究は、今後ますます注目されると思います。

－学生の皆さんへメッセージをお願いします。

研究のプロセスは、まさに社会に出たときの仕事のプロセスそのものです。座学ではなかなか
身につけることが難しい、問題発見能力、考える力、成し遂げ力などを身につけることができ

ます。そしてなんと言っても、研究を成し遂げたときの喜びは何物にも代えがたい。是非、研
究活動を通じて様々なことを体験してみてください。きっと皆さんの自信につながると思います。
東海大学やマイクロ・ナノ研究開発センターには、皆さんの活躍の場がたくさんありますよ。
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